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（論文審査の要旨） 
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 No.2 
本論文は 8 つの章から構成されている。第 1 章は導入、第 2・3 章の前半は数学的準備に費や
されており、後半において、抽象的な一般理論を証明している。一方、第4章～第8章において、






には、目的関数の極限での 2 次テイラー展開を求め、さらに無限次元の「Hessian 作用素」が
可逆であることを示さなければならない。これは非常に困難であるが、本章は Mosco 位相の性





















利用し、その解を求めることでカーネル密度推定と同等の推定量を構築する方法がBotev et al. 
(2010)によって提案されている。この方法は、密度関数を推定したい分布の台が境界を持つとき 








































は査読付き論文としてKeio Economic Studiesにおいて公刊される予定である。 
しかしながら本論文に問題点がないわけではない。高度に一般化された問題設定を行っている
ため、実際の実証研究への利用可能性が読者に見えづらいという指摘が一部の審査委員から出さ
れた。もう少し具体例（例えば離散選択モデルやファイナンスへの応用など）を盛り込んでもよ
かったのではという声もあった。また、あまりに多くの要素を詰め込みすぎているのではないか、
もっと焦点を絞る方が論文としての質が高まるのではないかという批判も出された。但し、これ
らの指摘された課題は本論文の学術的な価値や貢献を損なうものではなく、ここで提案された諸
手法が経済の実証分析に幅広く利用されるための今後の検討課題であるといえよう。 
以上の所見から、本論文の内容は計量経済学、数理統計学と統計的意思決定理論への応用とい
う点において極めて新規性のある研究成果であり、審査委員会は全員一致で本論文が博士（経済
学）の学位を授与するにふさわしい内容のものであると判断した。 
 
 
